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◎開会及び開議の宣告 

（午前10時00分） 

○議長（小玉博崇君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから、令和８年第２回新十津川町議会臨時会を開会いたします。 

 ただいま出席している議員は、９名であります。 

 定足数に達しておりますので、ただちに本日の会議を開きます。 

                                       

◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、

順を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、５番、大畠光敬議

員。７番、杉本初美議員。両議員を指名いたします。 

                                       

◎議会運営委員長報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、議会運営委員長報告を行います。 

 報告を求めます。 

 鈴井議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 鈴井康裕君登壇〕 

○議会運営委員長（鈴井康裕君） 皆さん、おはようございます。議長の指示がございま

したので、議会運営委員会からの報告をいたします。 

 日時、場所、出席者については記載のとおり、説明員として、寺田副町長、久保田総務

課長にお越し願いました。 

 ５番の協議結果でございます。 

 （１）付議案件は、令和７年度会計補正予算２件である旨、総務課長から説明を受けて

おります。 

 （２）令和８年第２回町議会臨時会の会期は、２月13日金曜日の１日間とする。 

 （３）日程については、裏面に記載のとおり執り進める。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

                                      

◎会期の決定 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本臨時会の会期は、先ほどの議会運営委員長報告のとおり、本日１日限りとしたいと思

いますが、これに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、会期は、本日１日限りと決定いたしました。 

                                      

◎議案第３号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、議案第３号、令和７年度新十津川町一般会計補正予算

第７号を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 改めまして、おはようございます。ただいま議長よりお許しをい

ただきましたので、議案の提案理由と内容の説明を申し上げます。 

 ただいま上程いただきました議案第３号、令和７年度新十津川町一般会計補正予算第７

号。 

 令和７年度新十津川町一般会計補正予算第７号は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,452万７千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ85億4,702万４千円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 繰越明許費の補正。 

 第２条、繰越明許費の追加は、第２表繰越明許費補正による。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の変更は、第３表地方債補正による。 

 ２ページから６ページまでが第１表歳入歳出予算補正ですので、お目通しをお願いをい

たします。 

 続いて、７ページ上段の第２表繰越明許費補正の追加ですが、かねてから改修計画を

持っていた町道西１線のうち、町道南７号から南10号線の区間の改修工事に際し、交付税

措置のある有利な起債、緊急自然災害防止対策事業債の活用を目指しておりました。 

 このたびその内定通知を受け、３月中の発注をし、融雪後に本格的に工事を行うことか

ら、事業費4,800万円の繰越明許費の設定を行うものでございます。 

 同じく中段、第３表の地方債補正の変更は、いまほどご説明いたしました道路整備事業

に係る事業費4,800万円の増額で、補正後、限度額は２億5,190万円、起債の方法、利率、

償還方法については変更ございません。 

 以降の内容の説明につきましては、副町長からご説明申し上げますので、議決賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

〇副町長（寺田佳正君） 改めまして、おはようございます。ただいま上程いただきまし

た議案第３号、令和７年度新十津川町一般会計補正予算第７号の内容をご説明申し上げま
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す。 

 このたびの補正につきましては、定住促進対策事業、道路整備事業などの計上でござい

まして、内容につきましては、歳入歳出予算補正事項別明細書により、歳出から説明いた

しますので、16、17ページをお開き願います。 

 はじめに、２款１項５目企画費。補正額1,281万円。財源は、すべて一般財源となりま

す。 

 内容を申し上げます。 

 ７番、定住促進対策事業1,281万円は、住宅取得をされる方の増によるもので、年度末

に向けて、当初予算で措置した件数を上回る申請が予想される状況となったことから、増

額補正したいとするものでございます。 

 予算計上件数を当初予算、補正予算後の順に申し上げますと、新築住宅16件が19件、中

古住宅４件が11件、近居加算９件が17件、太陽光発電設備加算５件が９件、お子さまがい

る方への助成21人が31人というように想定をしてございます。 

 次に、18、19ページお開きください。 

 ６款１項２目農業振興費。補正額371万７千円。財源は、すべて国道支出金で、スマー

ト農業等導入サポート緊急対策事業補助金となります。 

 21番、スマート農業等導入サポート緊急対策事業371万７千円は、スマート農業技術の

現場導入と、生産、流通、販売方式の転換、そして、これを支える農業支援サービス事業

体の育成や、活動の促進といった取り組みを総合的に支援するという国の事業でございま

して、本町においては、昨年12月の定例議会に補正第３号として付議しました事案に続く

２件目の案件となります。本年１月の追加内示を受けて、現在、補助金の申請手続きを進

めているところでありまして、年度内の事業完了に向けて早急に予算計上したいとするも

のでございます。 

 事業内容は、札幌の民間法人が事業主体となり、農薬散布用ドローンによる防除作業、

センシングドローンによる生育状況確認の作業受託に取組んでいくというもので、本町に

事業拠点を置き、空知管内での事業展開を計画してございます。 

 補助金は、これらの受託事業に必要となる農業機械の導入費用と、ニーズ調査及び専門

人材育成費が補助対象となっており、町を経由して事業者に交付されることとなっており

ます。 

 導入する機械は、農薬散布用ドローンとマルチスペクトルドローン各１台で、補助率は

２分の１、補助金額が211万５千円。ニーズ調査及び専門人材育成費については、定額補

助で、補助金額160万２千円となっております。 

 続きまして、20ページ、21ページをお開きください。 

 ８款２項２目道路新設改良費。補正額4,800万円。財源は、すべて地方債で道路改良事

業債となります。 

 内容を申し上げます。 

 １番、道路整備事業4,800万円は、町道西１線凍上災害防止対策工事を行いたいとする

ものでございます。町道西１線は、その時々の制度を活用しながら、逐次、舗装の改修を

進めておりますが、近年、所々に経年による劣化が見られるようになり、とりわけ南７号

線から南10号線の間、約1,600メートルの傷みが著しいことから、令和８年度からの改修
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を検討していたところ、昨年秋の道路確認において、この冬の融雪後、道路の劣化が一層

進み交通に支障をきたす懸念が出てまいりました。こういった状況から、町では出来る限

り早期の改修を行うべきものと判断し、昨年12月に今年度の緊急自然災害防止対策事業へ

の追加要望を行ったところ、本年１月23日付で事業採択となりましたので、令和８年度の

事業を前倒しすることとして、本日の補正予算付議となったものでございます。 

 工事は、特に劣化の著しい南７号線から南８号線の間から開始することとし、残りの区

間は、令和９年度以降の改修予定としてございます。工事内容は、延長が520メート、幅

員5.5メートル、下層路盤の不陸整正と、舗装の打替え３層というふうになってございま

す。 

 なお、予算執行につきましては、７ぺージ、第２表のとおり、繰越明許費の設定により

年度をまたいでの執行といたしたく、工期は、本年３月中旬から６月までを予定してござ

います。また、財源となる地方債については、緊急自然災害防止事業債で、充当率100

パーセント、交付税算入率70パーセントとなります。 

 歳入は、議案書、10ページから15ページとなりますが、特定財源として扱うものにつき

ましては、歳出の部分で説明いたしましたので、一般財源についてご説明をいたします。 

 12、13ページをお開き願います。 

 20款１項１目繰越金。番号１番、前年度繰越金1,281万円は、令和６年度会計からの繰

越金の一部を補正財源として計上するものでございます。 

 以上、一般会計補正予算の内容説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますよ

うお願いを申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 以上で、議案第３号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 １番、加藤議員。 

○１番（加藤敏晃君） 議案の16ページ、17ページをお願いいたします。企画費、事業番

号７番、定住促進対策事業の関係で、見込みの内訳を教えていただいたんですけれども、

町内者、町外者の内訳までも想定されていましたらお伺いしたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（久保田篤司君） １番議員のご質疑にお答えいたします。 

 実績と見込みと合せたところでいきますと、町内者でいくと世帯数で20世帯ということ

となり、転入者で10世帯ということで考えてございます。ただ実際には、そこのところの

差はございますけども、そのような形で今回の補正予算については、実績ということで見

てございます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 加藤議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございますか。 

 ８番、鈴井議員。 

○８番（鈴井康裕君） 20ページ、21ページの土木費についてお伺いします。西１線の道

路の不陸を直すということで、さっきの説明によると、下層路盤の不陸を直して舗装を打



- 6 - 

ち替えるという話ですが、西１線は交通量が多くて大型車も多く、先ほど説明にちらっと

あった凍上災害防止のためというような話だと、その下の凍上抑制層からもやらなきゃな

らないんじゃないのかと、これ下層路盤の不陸だけだと、また同じことになるのではない

かと思うんですが、実際に下層路盤を何センチの想定で不陸を均すのか、そして、その上

の舗装の構成はどうなのかちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（千石哲也君） ８番議員の質疑にお答えいたします。 

 下層路盤につきましては、道路台帳上でいきますと凍上が40センチ、下層が40センチ、

総計で80センチ入っております。ですので、凍上は、この地域におきましては置換厚90セ

ンチの置換厚ということでなっておりますので、その上に三層舗装の12センチの舗装を行

いますので、層厚92センチになりますので、そこはクリアできるものと考えております。 

 ですので、下層路盤につきまして舗装を剥がした段階で、どうしても凹凸が出ますので、

不陸５センチの補足砂利を入れまして、上層路盤の５センチ、基層４センチ、表層３セン

チの舗装をするということで考えております。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 鈴井議員よろしいでしょうか。 

 ８番、鈴井議員。 

○８番（鈴井康裕君） 90センチ置換というのは原則なんですけれども、実際には、その

不陸の具合によって深さを変えたり、そういうことを考えていないんでしょうか。大体平

均何センチの路盤の置き換え、40ミリの置き換えということで考えてはいないんでしょう

か。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（千石哲也君） ８番議員の質疑にお答えいたします。 

 ただいま説明させていただいたとおり、下層路盤については40センチ入ってますので、

あくまでも今回は路盤はいじらないで、凹凸の不陸の砂利は５センチだけを入れるという

ことで考えております。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 鈴井議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 
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○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号、令和７年度新十津川町一般会計補正予算第７号は、原案のと

おり可決されました。 

                                      

◎議案第４号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第５、議案第４号、令和７年度新十津川町下水道事業会計補

正予算第３号を議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程いただきました議案第４号、令和７年度新十津川町

下水道事業会計補正予算第３号。 

 令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算第３号は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量の補正。 

 第１条、業務の予定量の変更は、第１表業務の予定量補正による。 

 予定収入及び予定支出の補正。 

 第２条、既定の収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予定額を、第２表予定

収入及び予定支出補正のとおりとする。 

 企業債の補正。 

 第３条、企業債の変更は、第３表企業債補正による。 

 25ページをお開きください。 

 第１表、業務の予定量補正で今回補正する項目と金額を示しておりますので、お目通し

願います。 

 次に、26ページ、27ページをお開き願います。 

 第２表、予定収入及び予定支出補正によりご説明申し上げます。 

 26ページの収益的収入及び支出には補正はございません。 

 27ページ、資本的収入及び支出。 

 初めに下段の支出となります。 

 １款１項１目管渠建設改良費。補正予定額1,510万円。補正の内容につきましては、滝

新橋周辺の工業団地の下水道未整備地区に事業所新設の計画があることから、令和７年第

３回定例会において実施設計費の補正を行い、このたび完成したところでございます。 

 当該事業所が６月上旬に供用開始をする予定でございますので、下水道管渠設置工事が

必要となることから、既定予算において不足する1,510万円を措置したいとするものでご

ざいます。 

 工事の概要でございますが、口径150ミリの硬質塩ビ管を延長120メートルにわたって敷

設する下水道管設置工事でございます。 

 次に、収入となります。 

 １款１項１目企業債。補正予定額1,510万円で、このたび補正予算する事業の財源とし

て、下水道事業債を充てたいとするものでございます。 

 28ページをご覧いただきたいと思います。 
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 第３表、企業債補正。変更は、下水道事業債の起債限度額を1,510万円増額の6,850万円

にしたいとするものでございます。なお、起債の方法、利率、償還の方法についての変更

はございません。 

 以上申し上げまして、下水道事業会計補正予算の内容の説明とさせていただきますので、

議決賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

〇議長（小玉博崇君） 以上で、議案第４号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 １番、加藤議員。 

○１番（加藤敏晃君） 今回の下水道の管渠を引くというところなんですけど、こちらに

ついて、受益者の負担金というものは発生するのか、既にしているのか、どのようになっ

ているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（千石哲也君） １番議員の質疑にお答えいたします。 

 こちらにつきましては、受益者負担金がまだかかっていないところでございますので、

受益者負担金につきましては、工事が終了後に受益者負担金がかかることとなります。 

 こちらにつきましては、約12,000平米の面積がございます。それに対して平米480円を

掛けることになりまして、かなり高額な受益者負担金になりますので、こちらにつきまし

ては、過去の事例で減免を行っている事例がありますので、その事例に基づいて減免する

ことで考えております。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 加藤議員よろしいでしょうか。 

 １番、加藤議員。 

○１番（加藤敏晃君） 今ほどの減免につきまして、もう少し詳しくお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（千石哲也君） １番議員の質疑にお答えいたします。 

 過去に減免を行っている事例といたしまして、75パーセント減免というのがございまし

た。過去にそういう広い土地に関しまして減免しておりますので、今そういう減免の率で

考えているところでございます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 加藤議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号、令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算第３号は、原

案のとおり可決されました。 

                                      

◎閉議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上で、本臨時会の会議に付された議件は、すべて議了いたしま

した。 

 会議を閉じます。 

                                       

◎閉会の宣告 

○議長（小玉博崇君） 令和８年第２回新十津川町議会臨時会を閉会いたします。 

 皆さん、お疲れさまでした。 

（午前10時28分） 
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